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第 2 章では， Tal加t 効果について説明し，その応用として 2 個の像の差異を検出する方法について
述べた。その方法として 2 重露光法ならびに新たに考案した実時間法についてその理論ならびに実験
結果を示した。


















まず， Talbot 効果の応用として 2 個の像の差異を 2 重露光法ならびに実時間法によって検出する新
しい方法を開発している。殆んど同様な 2 個の像に僅かの差異が存在する場合，その差異の検出は歪
の測定その他画像情報処理の分野に於いて極めて重要である。
2 個以上の光学系を組み合わせた場合 その光軸を一致させることは重要なことであるが一般には
困難な事であり，高度の熟練を必要とした。また平行度の良い光束を得ることも光学上度々必要とな
るが，精度的に問題があった。本論文にむいては Talbot 効果とモアレ縞の応用によって極めて高精
度でもって容易にこれらが実現し得ることを示し，かっその適用範囲の拡大についても考察している口
一般にモアレ縞を計測に用いる場合，モアレ縞は鮮鋭であることが必要で、あり，モアレ縞発生のた
めに使用される回析格子の透過率分布にはその使用条件に応じてそれぞれの条件が必要となる。本論
文の方法によればその条件を簡単に求め得る。
これらの結果は回析格子を計測上の目的に使用する上で新しい重要な知見を与えるもので光学の各
種分野に貢献するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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